
2004年6月、準・メルクルは颯爽と水戸室内管

弦楽団（MCO）の指揮台に登場し、その緻密な

音楽作り、溢れる知性、あたたかい人間性によっ

て、ソリスト集団でもあるMCOのメンバーと篤い

信頼関係を築きました。その結果である本番での

演奏が、多くの聴衆の皆様から圧倒的な支持を得

たことは、記憶に新しいところです。準・メルクル

の再登場は、MCOのメンバーからも、お客様から

も熱望されていました。

それが、今秋、実現します。2年半の時を経て、

準・メルクルは水戸に帰って来ます。ドレスデンや

ミュンヘンでのオペラ公演に加え、昨年9月から

はフランスのリヨン国立管弦楽団の音楽監督に

就任、来年9月からはドイツのライプツィヒ放送交

響楽団の音楽監督を兼任するなど、多忙を極める

若きマエストロはしかし、MCOとの仕事もとても

重要視しています。ただ1回の共演にして、すで

に相思相愛の幸福な関係が築かれている、とも言

えましょうか。

また、準・メルクルは、前回、リハーサルの合間

を縫って、偕楽園をはじめとする水戸の数々の史

跡を訪れました。目の前の音楽だけにとどまらず、

それを取り巻く施設や都市の社会的環境や文化

的背景を旺盛な好奇心で吸収しようとする姿勢

に、音楽家としての懐の深さをあらためて感じた

次第です。

前回の共演のこと、水戸の印象、そして今回の

プログラムのことなど、若きマエストロにEメール

でお尋ねしました。

準・メルクルの指揮、ボストリッジのテノール、バボラークのホルン！
これは聴き逃せません！

●１１／１８（土）、１９（日）水戸室内管弦楽団第６６回定期演奏会
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写真上・左から；準・メルクル、イアン・ボストリッジ、ラデク・バボラーク
写真下；準・メルクル指揮　水戸室内管弦楽団（2004年6月／第57回定期演奏会より）

水戸芸術館音楽紙［ヴィーヴォ］

―前回（2004年）の記念すべき幸福な出会い

から2年、次の共演を心待ちにしておりました。

2回目の共演に向けてのマエストロのお気持を

お聞かせ下さい。

準・メルクル：また水戸に戻って来て、この素晴ら

しい室内管弦楽団と仕事し、演奏することがで

きるのですから、とても興奮しています。非常に

優秀で、高い積極性を持つ音楽家の方たちと仕

事ができるのは本当に素晴らしいことです。ま

た、文化と重要な歴史に満たされたこの閑静な

都市・水戸でそれが出来るということは、偉大な

演奏を生み出すための大変良い前提条件であ

ると思います。

―水戸の聴衆やこのホールの印象はいかがで

したか？

準・メルクル：水戸は、このような素晴らしいホー

ルを備えた芸術施設を持っていて、大変幸せだ

と思います。音の響きは極上であり、聴衆もま

た素晴らしい！水戸の聴衆の方々は、クラシッ

ク音楽を深く愛し、理解していると感じました。

皆さんがこのオーケストラに対し素晴らしいサポ

ートぶりを見せていましたね。

―今回のプログラム（R.シュトラウス〈町人貴族〉、

ブリテン〈セレナード〉、ベートーヴェン〈交響曲

第8番〉）についてコメントをお願いします。

準・メルクル：3つの作品をつなぐ糸が存在しな

いので、プログラムについてコメントするのはち

ょっと難しいですね。しかし、多様性を備えたプ

ログラムと呼ぶことが出来るのではないでしょう

か。ベートーヴェン作品では、私たちのレパート

リーの中で最も重要な交響曲の一つを演奏しま

す。この曲についてさらに述べる必要はないで

しょう。R.シュトラウスの組曲〈町人貴族〉、これ

は素晴らしい選曲です。フランス語の題名を持

った、最も知られていない管弦楽曲の一つです

からね！ここでもう一人のドイツ音楽の偉人は、

フランスの物語について言及するのです。その

音楽はユーモアと情熱に満ち、また優れたオー
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写真；ボストリッジのCD
「ブリテン歌曲集」
（TOCE-55760）

写真；2004年6月
第57回定期演奏会より

今回のプログラムについて

2004年の第57回定期演奏会では、ワーグナー

〈ジークフリート牧歌〉、ハイドン〈交響曲第101

番・時計〉、武満徹〈雨ぞふる〉、シェーンベルク

〈浄夜〉というプログラムが演奏されました。ドイ

ツ・オーストリア系の作品3作に、武満作品がアク

セントとして配置される、というものでした。今回

の第66回定期演奏会のプログラムは、どのよう

にして決められたのでしょうか。

まず、準・メルクルは「次はベートーヴェンの交

響曲第8番をぜひやりたい」と語りました。前回の

共演で、MCOのアンサンブルの精度、多彩な音

色、豊かな音楽性に感銘を受けた準・メルクルは、

次なる共演では、室内管弦楽団にとってもっとも

挑戦しがいのある作品の一つ、ベートーヴェンの

〈第8番〉を取り上げることにしたのです。伝統的

な2管編成で書かれ、古典的な形式を持つ〈第8

番〉は、一見、ベートーヴェンが退歩したように見

えますが、実際は、その複雑さと知的遊戯の精神

において、初期の〈第1番〉や〈第2番〉からは遥

かに遠く高いところに達しています。〈第8番〉を

MCOが演奏するのは初めてとなりますが、準・メ

ルクルとMCOが、一筋縄ではいかないこの傑作

交響曲をどう料理するのかが楽しみです。

演奏会の最初に置かれるR.シュトラウスの組曲

〈町人貴族〉は、吉田秀和・水戸芸術館館長から

の提案で実現しました。ドイツの歌劇場でじっくり

鍛え上げられ、現在は世界の一流歌劇場から引っ

張りだこの準・メルクルにこそ、振って欲しいと願

わずにはいられない曲です。フランスの作家モリ

エールの戯曲を、脚本家のホフマンスタール、演

出家のラインハルト、そしてR.シュトラウスが3人

で智恵を出し合いながら現代によみがえらせた

〈町人貴族〉は、当初の構想では劇中劇としてオ

ペラ〈ナクソス島のアリアドネ〉までが挿入された、

それは長大な総合芸術作品でした（上演に5時間

あまりを要したそうです）。今回演奏されるのは、

その後、R.シュトラウスがその付随音楽から抜粋

し、創作しなおした組曲版です。モリエールの戯

曲やR.シュトラウスら3人の構想を理解し、音符

の上に豊かなファンタジーを膨らますことが出来

る指揮者でないと、この作品は面白く再現されま

せん。その意味で、当代きってのオペラ指揮者、

準・メルクルこそ、この作品のタクトを取るにもっと

もふさわしい指揮者といえましょう。一方、各楽器

がそれぞれソロイスティックに活躍するのも、この

作品の聴きどころ。MCOが誇る名手たちに加え、

ヴェンツェル・フックス（クラリネット／6月の第65

回定期演奏会での見事なソロが記憶に新しい）、

フィリップ・コーシー（トロンボーン／リヨン国立管

弦楽団の奏者で、準・メルクルがリヨンから連れて

きます）、吉野直子（ハープ／第65回定期演奏会

で工藤重典と〈フルートとハープのための協奏曲〉

を名演）など、腕っこきのエキストラ奏者たちも多

数参加しますので、ご期待下さい。

（ちなみに、〈町人貴族〉は、1996年の第26回

定期演奏会で若杉弘の指揮により演奏されていま

す。このときは、若杉弘が付随音楽から8曲を抜

粋した〈町人貴族〉の音楽を演奏、その後にオペ

ラ〈ナクソス島のアリアドネ〉を上演、というもの

でした。今回は、R.シュトラウス自身の構成によ

る9曲からなる組曲版が演奏されます。）

さて、この2曲が決まったところで、嬉しいニュ

ースが飛び込んできます。MCOもかねてから共演

を切望していたイギリスの名テノール、イアン・ボス

トリッジが準・メルクル指揮 MCOの定期演奏会に

参加したいと申し出てきたのです。準・メルクルも

もちろん乗り気になってくれました。さて、何を歌

っていただくか？イギリスのテノール歌手に、MCO

が誇るホルンの天才バボラークと来れば、もうこ

の曲しかありませんね。ブリテン作曲、テノール、

ホルンと弦楽合奏のための〈セレナード〉です。ブ

リテンと親交を結んでいた往年のイギリスの名テ

ノール、ピーター・ピアーズのために作曲された作

品ですが（ピアーズの独唱、ブリテンの指揮によ

る名演がCDで残されています）、そのピアーズの

歌唱を超えるとすればボストリッジしかいないと断

言できます。ボストリッジは、古き良き時代の黄昏

と夜へのロマンティックな憧憬を、見事に現代に

よみがえらせてくれるでしょう。ちなみに、ボストリ

ッジがサイモン・ラトル指揮 ベルリン・フィルハー

モニー管弦楽団（ホルン独奏：バボラーク）と組ん

だ「ブリテン歌曲集」のCDも昨年リリースされ、

その素晴らしい歌唱を事前に聴くこともできます。

ここでのベルリン・フィルの弦とMCOの弦を聴き

比べてみるのも、面白いかもしれません。MCO

がベルリン・フィルに優るとも劣らない、類まれな

美しい弦の響きを持つグループであることを実感

していただけると思います。

このようにして、ドイツ・オーストリア系の2つの

作品の間に、20世紀イギリスが生んだ珠玉の作

品が挿まれた魅力的なプログラムが出来上がりま

した。しかし、R.シュトラウスの〈町人貴族〉がフ

ランス的な色彩をも身に纏う作品であることを考

えると、準・メルクルが語るように「多様性を備え

たプログラム」と言うことも出来るでしょう。また、

3曲どれもが「古い器に新しい酒を注ぐ」精神に満

ちた作品であることにも、注意しておく必要があ

りそうです。

新時代のテノール歌手 イアン・ボストリッジ

細身で長身、というテノール歌手らしからぬルッ

クスを持つイアン・ボストリッジ。さらに、音楽大学

ではなく、ケンブリッジ大学、オックスフォード大学

に進学、歴史と哲学を学び、博士論文「イギリスに

おける魔術の低迷」は出版もされているという、歌

手らしからぬ学歴を持っています。これはちょっと普

通のテノールではないな、と期待を抱かせますね。

学術研究の傍ら、アマチュア的に歌う活動を続

けていたボストリッジは、1991年のエジンバラ音

楽祭〈真夏の夜の夢〉への出演をきっかけに、研

究職から歌手へ転向することを決意します。94年、

ロンドンで入場料を取らない小さなコンサートに

出演したとき、客席にいたEMIのチーフ・プロデ

ューサーに見出され契約。そして、95年には、サ

イトウ・キネン・フェスティバル松本での小澤征爾

指揮ストラヴィンスキー〈放蕩児の遍歴〉に出演、

とトントン拍子に第一線へ上り詰めました。

ボストリッジの特長は、まず自然な声にあります。

伝統的なベル・カント唱法により訓練されたブリラ

ンテなイタリアの声とも、生の声を出さず、包み込

むような柔らかさを持つドイツの声とも違う、すが

ケストラ書法に彩られています。ブリテンは、パ

ーセル以降、最も重要なイギリスの作曲家です。

独奏曲から室内楽曲、管弦楽曲からオペラに至

るおびただしい作品の中で、彼は多様性に満ち

た音楽を創りあげました。〈セレナード〉は彼の

作品の中でも特別に愛すべき作品ですね。二

人の（！）ソロが登場し、オーケストラと親密な

対話を重ねて行きます。

―最後に水戸の聴衆の皆様に向けて、メッセー

ジをどうぞ。

準・メルクル：オーケストラと聴衆の皆様に再び

会えるのがとても楽しみでなりません。このオー

ケストラは水戸を非常に特別なものにしていま

す。水戸室内管弦楽団はこの素晴らしい都市の

大使のようであり、水戸を世界に知らしめている

のです。どうぞこのオーケストラを守り続けて下

さい。そして芸術家たちが皆様のために本当に

楽しんで演奏しているのを満喫して下さい。



すがしい声。やはり、ピーター・ピアーズ、マーテ

ィン・ヒル、フィリップ・ラングリッジといったイギリ

スの名テノールの系譜に属するとも考えられます

が、ボストリッジは音楽大学などで専門的な声楽

の勉強をしていないためか、より「語り」に近い発

語と声を持っています。例えば、ドイツ・リートにお

いては、その「自然さ」を武器として、あまりに教

養的に聴こえることもあるドイツ・リートの性質や

構造を超えて、音楽に瑞 し々い息吹を与えるので

す。内田光子との〈美しき水車小屋の娘〉、レイ

フ・オヴェ・アンスネス（来年2月に来水しリサイタ

ルを予定！）との〈冬の旅〉などが、「新時代の表

現」、「新たな地平を切り開く歌」などと高名な評

論家やジャーナリストからさかんに賞賛されたの

も、そのようなボストリッジの歌唱が極めて斬新

に聴こえたからでしょう。ボストリッジは、おそらく、

現代のリート歌手の中で最も先鋭な意識を持つ歌

手の一人です。

そのボストリッジが、大陸の、異国の歌曲に対

するときの鎧を脱ぎ去り、心からリラックスして歌

うことが出来るのが、母国イギリスの歌曲です。

中でも傑作に数えられるブリテンの〈セレナード〉

は、ボストリッジも何度となく歌ってきた、いわば

十八番ですから一層期待は高まります。

最後に、ボストリッジから届いたメッセージをご

覧下さい。 《関根》
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写真左；水戸ゾリステン
右；井上 修

作品となったのです。曲は全部で7つの楽章から

成りますが、中でも第3楽章のアダージョは傑出し

ています。映画『アマデウス』において、この第3

楽章を聴いたサリエリが、モーツァルトの才能に打

ちのめされ“神はなぜ私ではなく、かくも下劣な若

造を選んだのか？”と独白する名場面で解説されて

いる通り、奇跡的な甘美さに満たされています。

使用されている特殊楽器について、皆様あまり

なじみがないと思いますので少々解説します。バ

セットホルンとは名前はホルンでも、実はクラリネ

ットの仲間です。クラリネットよりも4 度低いＦ調の

楽器で、音域的にはアルトクラリネット（Es調）と

半音違うだけなので、これで代用することも多い

ようです。しかし、バセットホルンは管の内径が通

常のクラリネットと同じため、しっとりとし、美しく

澄んだ優美な音色を特徴とします。遺作となった

〈レクイエム〉ではソロの多い重要な楽器として活

用されているので、その音色をご記憶の方もいら

っしゃるかと思います。コントラファゴットは普通の

ファゴットよりさらに1オクターブ低い楽器で、木管

の最低音域を担当します。

このように〈グラン・パルティータ〉は、特殊楽

器も使い多くの人数を必要とするため、名曲であ

るにもかかわらず演奏される機会は極めて少なく、

水戸芸術館でも今回が初演となります。

演奏会前半は、同様に水戸芸術館初演となる

〈ピアノと管楽器のための五重奏曲〉です。モーツ

ァルト唯一のピアノ五重奏曲で、彼自身が父親あ

ての手紙に“生涯これまでの最高作品”と書いた

ほどの自信作です。後にベートーヴェンも全く同じ

編成の曲を１つだけ書いていますが、楽章配置も

同じで、しかも同じ変ホ長調です。ウィーンでの成

功を渇望する若きベートーヴェンにとって、様々な

意味で超えなくてはならない魅力ある作品だと考

えていたのでしょう。これについてアインシュタイ

ンは以下のように評しています。

“モーツァルトがこの曲で、コンチェルト的なもの

との境界線に触れながら、しかもこの線を踏み越

えない感情の繊細さは、ただ感嘆すべきもので、

ベートーヴェンが凌駕しうるものではない。”

〈グラン・パルティータ〉と〈ピアノ五重奏曲〉は、

ケッヘル番号の隔たりはありますが、最近の研究

では全く同時期（1784年2月～3月）の作品との

見方が多く、初演も僅か9日違いだったと言われ

ています。趣は異なりますが、モーツァルトの最も

実り多かった円熟期に作曲された、2つの珠玉の

名曲を是非お楽しみ下さい。

兼氏規雄

モーツァルト生誕２５０年記念
水戸市在住のクラリネット奏者・兼氏規
雄がリーダーを務め、今回は県内の気鋭
の管楽器奏者たちで構成された「水戸ゾ
リステン」の演奏会です。

■１０／１４（土）
水戸ゾリステン
室内アンサンブル
第５回定期演奏会

SS E L FE L F P O R T R A I TP O R T R A I T

今年はモーツァルトの生誕250年にあたるため、

国内でも記念の演奏会や催しが数多く開かれ、モ

ーツァルトやクラシック音楽への関心が高まりまし

た。今回の水戸ゾリステン第5回定期演奏会では、

その祝年にふさわしい〈グラン・パルティータ〉を

メインに取り上げます。この曲は管楽器のみのア

ンサンブルとしては最大規模の13奏者を必要と

し、その中には特殊管楽器である２本のバセット

ホルンやコントラファゴットも含まれています。また、

当時としては珍しかったクラリネットも加わり、か

つてない豊かな編成の管楽器群が用いられること

によって、モーツァルトの音楽で最も色彩豊かな

ボストリッジからのメッセージ

マエストロ小澤が音楽顧問を務める水戸室内

管弦楽団と共演する事が出来て光栄に思いま

す。いまからとても楽しみにしています。私がプ

ロの歌手として最初に仕事をさせていただいた

のは、1995年のマエストロ小澤指揮によるサイ

トウ・キネン・フェスティバル松本でのことでし

た。その際、彼のエネルギー、音楽性、そして

優しさに対してとても深い感銘を受けました。

ブリテンの〈セレナード〉はあらゆる声楽のレ

パートリーの中でも最も偉大なものの一つとい

えるでしょう。大変にドラマチックで美しい曲で

す。私はあらゆる場所で何十回と歌ってきました

し、2回も録音をしました。しかし、歌うたびに

いつも新しい発見があり、新鮮な驚きを味わう

のです。この曲を日本で歌うことが出来てとて

も光栄に思います。〈セレナード〉は正真正銘の

現代曲です。まだ作曲されてからたったの60年

しか経っていません。しかし、聴く側にとってた

いへんに親しみ深い曲であり、それであって低

俗さといったものとは程遠い曲なのです。

私は常に新しい指揮者と出会うことに喜びを

感じています。準・メルクル氏と共演する日を心

待ちにしています。また、ラデク・バボラーク氏

は大変に力強くまた詩的情感を持つプレイヤー

だと思います。

皆さんに「音楽」という共通言語で書かれた

この素晴らしい英国の作品を楽しんでいただけ

たら幸いです。
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■コノノＮｏ．１（８月２４日）＆

映画『ホテル・ルワンダ』上映会（７月２３日）

水戸市民会館を会場に実施した「コノノNo.1」

ライヴ。メンバーは初めての日本に少し緊張気

味。しかし、サウンドチェックがはじまると旅の

疲れをものともせぬ強烈サウンドが！この瞬間、

「市民会館でやってよかった」と確信した。そし

てライヴは、想像を絶するものだった！休憩をは

さんで各45分、演奏ノン・ストップ！疲れを知らな

いパーカッショニスト2人が叩く叩く。そして脳髄

から感電させる電気リケンベの轟音。聴衆をあ

おりまくるヴォーカル。最初圧倒されていた聴衆

も、15分過ぎたあたりから立って踊り始め、あと

はラストまで市民会館はダンスフロア状態に。後

半はダンサーのチャールズ・カプトゥが悩ましい腰

つきのダンスで会場をさらなる興奮の坩堝へと

導く。そんな中でも泰然とリケンベを奏で続ける

ミンギエディ翁74歳。途中いなくなったと思った

らトイレに行ったのでしたミンギエディ。アンコー

ルではミンギエディもダンスに加わり、熱狂の頂

点でライヴは幕を閉じた。

これに先立ち7月23日にはNPO法人シネマ

パンチとの共催で映画『ホテル・ルワンダ』の上

映会を行った。話題作に250人を超える観衆が

集まり、アフリカ大陸の悲劇的現実に熱い視線

を送った。《矢澤》アンケートから●すさまじい

グルーヴ感とものすごいリズムで体が完全にシビ

れました！（水戸市：T.Y.さん）●曲が始まったと

たんに、熱い風と涼しい風、砂ぼこりのニオイが

しました。アフリカを感じました（水戸市：K.K.さ

ん）●人々の生きる強い力、あふれる生命力を

肌で感じました。（中略）大きなこの感動は一生

忘れません（笠間市：T.N.さん）●この公演が芸

術館主催でよかったです。聴く側に自由を与え

てくれたことで、演奏者とインタラクティヴな関係

になれ、音楽がますますパワーアップした気がし

ます。市民会館でやるという判断も適切でした！

（水戸市：A.A.さん）

■サカキマンゴーのファミリー・ワークショップ

親指ピアノを弾こう！（８月２４日）

「コノノNo.1」公演に先立って、水戸市民会

館にて実施したワークショップ。講師に親指ピア

ノ奏者のサカキマンゴーさんを迎え、親指ピアノ

の演奏方法やその魅力などについて教えてい

ただいた。「好きなフレーズを見つけたら、それ

を5分でも、10分でも、30分でも、1時間でも繰

り返してください。そうしたら白眼を剥くようにな

り、いい感じになりますよ！（笑）」など、サカキさ

んの楽しいお話しに導かれ、時にサカキさんの

実演を挟みながら、およそ2時間のワークショッ

プがすすめられた。当日は小学生から大人まで

28名の方が参加した。《中村》

最近の公演から
AUGUST

1～3.コノノNo.1 4. サカキマンゴーのファミリー・ワークショップ「親指ピアノを弾こう！」
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に法悦的な気分を求めていった、多少変わった人

です。去る9月3日に渡辺泰人さんが演奏された

ソナタ第1、2番のような「ロマン派、印象派の流

れを彷彿とさせる」（渡辺さんのvivoの文章より）

作品から、独自の変貌を遂げ辿り着いた世界に、

この9番のソナタ「黒ミサ」は存在します。ハッキ

リ言って訳が分らない狂った作品です。が、その

響きに彼の美学を感じる事が出来るでしょう。陶

酔、瞑想、悪魔の囁き、理想や純粋な美しさへの

憧れ、執拗なまでの悪魔の誘惑、それを遮ろうと

する理性、偽善的な自分との葛藤、ついに瞑想

は悪夢と化し堕落し、ある種の快楽を伴い自己崩

壊へ、そして、喪失・・・・・これはあくまで僕の勝手

なイメージです。またこのソナタの前に、僕の中

でイメージが被った2つの詩曲、「仮面」と「奇妙

なもの」をお聴きいただきます。

そして余り有名ではありませんが、スクリャービ

ンの先輩に当たるリャードフとグラズノフの小品を

取り上げてみたいと思います。音の細密画家の異

名を持つリャードフらしい、素朴で美しい「舟歌」、

重厚なイメージの強いグラズノフの作品の中で、

洒落たセンスの光る「ワルツ」を演奏いたします。

後半はショパンのバラード全曲と言う無謀な賭

けに出ました。もう1つ賭けがあり、それは4番か

ら逆の順で弾くと言う事。休憩を挟むとは言え、

スクリャービンで終わった音楽観をどうやってショ

パンの世界に持って行くかと考えた時、4番の何

かにいざなう様な音楽が必要でした。また未来に

向かうだけでなく、時折ふと自分の歩んできた道

程を振り返ってみるように、曲を通してショパンの

人生を遡って見ると、曲の感じ方が変わる気がし

ませんか？それが演奏に結びつくかどうかは別問

題なので、これ以上は語れません。

このように多少スラブ色の強いプログラムでは

ありますが、まず始めに多くの方に親しまれている

（と思われる）シューベルトの即興曲をお聴きいた

だきたいと思います。

体力的にも精神的にもかなりのタフさを要求さ

れるこのプログラム、それぞれの時代様式や個性

を踏まえて演奏できればいいのですが・・・・・結果

は当日会場にて！！

井上 修

シューベルトに始まり、ロシアを逍遥し、
ショパンへと向かう。
井上　修の水戸芸術館初リサイタルは、
ロマン派ピアノ曲の深淵を旅します。

■１０／２２（日）
井上 修 ピアノリサイタル

この度、初めてのソロ・リサイタルを水戸芸術館

という憧れのホールで迎えるチャンスに恵まれて、

嬉しさの余りちょっと舞い上がっていた為か、身の

程も省みずに随分と無謀なプログラムを組んだも

のだと、今更ながら自分の愚かさを痛感していま

す。そのプログラムはと言いますと・・・僕がこれま

で好んで演奏を続けてきた作曲家、ショパンとス

クリャービンの作品を中心に選曲しました。

スクリャービンはショパン、リストらの影響下か

ら、神秘主義と呼ばれる独自の領域に達していき

ました。印象主義にも似た思想の持ち主で、色彩

と音の融合を目指し、その響きが醸し出す雰囲気

♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭♯＆♯♭♪♭
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イギリス音楽駆け足紀行

今度の水戸室内管弦楽団第６６回定期演奏

会でとりあげられるブリテンの〈セレナード〉、

お聴きになられたことのある方は、そんなに

多くないかもしれない。でも、じっくり耳を傾

けてみると、いい曲ですよー。ドイツ・オーストリ

ア音楽の「重厚」、フランス音楽の「洗練」、イ

タリア音楽の「華麗」といった特徴（ものすご

く大雑把な言い方だけれどね）とはまた違う、

大英帝国の音楽の味だなあ。もしなにか言

葉を選ぶとしたら「気品と憂愁」とでも言うべ

きかな？

しかし、イギリスはビートルズやクイーンを生

んだ国だけど、ことクラシック音楽というと意

外に「あんまり知らないなあ」という方も多い

かもしれない。イギリスにはベートーヴェンや

ドビュッシーやヴェルディみたいな大作曲家

はいない？本当にそうなのだろうか。駆け足

で、イギリス音楽の歴史を旅してみよう。

イギリスは、いろんな民族が大陸から侵入

したり滅ぼしあったりしていた時代が長く、固

有の英語による文学や声楽曲が姿を現すの

が遅かった、と言われる。とはいえ、グレゴリオ

聖歌の時代には地方色豊かな聖歌が歌われ

ていたようだし、１３世紀に書かれた精巧なカ

ノン〈夏は来たりぬ（Ｓｕｍｅｒｉｓｉｃｕｍｅｎｉｎ）〉

はとても有名だ。１５世紀になるとパワーやダ

ンスタブルといった名がイギリス最初の大作

曲家として歴史上に現れる。特にダンスタブ

ルの柔らかな和声の響きはとても魅力的で、

機会があったら彼の宗教曲はぜひ聴いていた

だきたい。１５世紀には『オールド・ホール写本』

とか『イートン・クワイアブック』といった宗教曲

集が残されており、作曲家たちが複雑な技法

を駆使して不思議で霊妙な響きを作り出して

いる。イギリスは聖歌隊の国、と呼ばれるのも

よくわかる。

この頃から１６，１７世紀にかけてがイギリス音

楽のひとつの黄金期だろうか。１６世紀に入る

と、すばらしい作曲家が次々と現れている。前

世紀から活躍していたコーニッシュやタヴァ

ナーのミサ曲もいいが、まずは〈エレミアの哀

歌〉の痛切な祈りが印象的なタリスだろう。タ

リスには５４声部のモテット〈汝のほかに望み

なし〉という途方もない曲がある。そして、ミ

サ曲や英語による典礼音楽サーヴィスに名作

を残し、ヴァージナルという英国独特の鍵盤

楽器のために憂愁の色濃い佳品を書いたバ

ード。世俗声楽曲も盛んで、モーリーとか、王様

ヘンリー８世もなかなかいい曲を書いている。

さらに１６世紀から１７世紀にかけては、「ポス

ト・バード」の大家ギボンズ。あるいは〈王の狩〉

〈ブル博士のおやすみなさい〉といったユニー

クな鍵盤音楽を書いたブル。ヴィオラ・ダ・ガン

バを複数重ねた「ヴァイオル・コンソート」も英

国ならではの憂愁漂うレパートリーで、タイ、ロ

ック、ジェンキンズ、ロウズといった作曲家が魅

力的な作品を書いている。そして、大陸をさす

らったダウランドのリュート歌曲は、イギリス流

メランコリーの極致だ。

１７世紀後半にイギリスは最高の天才パー

セルを輩出する。彼の劇音楽は絶品ぞろい

だ。〈アーサー王〉の気品。〈妖精の女王〉の

幻想。そして〈ダイドーとイーニアス〉の高雅

な悲しみ。ヴァイオル・コンソートもありえな

い和声が頻出するすごい曲が多いし、教会音

楽も歌曲（〈つかの間の音楽〉は名曲！）も忘

れられない。

３６歳で死んでしまったこの「イギリスのオル

フェウス」を音楽の神があまりにも惜しんだ

のか、なぜかイギリスはその後、自国から大作

曲家を輩出するのはしばらくお休みとなり、大

陸の音楽家たちが集まる音楽の一大消費地

となる。その代表格がドイツからイギリスに渡

った１８世紀前半のヘンデルだ。イギリス人に

とっては「ハンデル」としてすっかり自国の大

作曲家のヘンデル、〈ユダス・マカベウス〉〈メサ

イア〉〈サウル〉〈ソロモン〉など英語によるオラ

トリオの名作を数多く残したことはご存知の

通り。彼に比べると同時代のアーンやボイス

といった英国人作曲家はインパクトでちょっと

かなわない。１８世紀後半も目立つのはヨハ

ン・クリスチャン・バッハ（大バッハの末子）や

アーベルといった外国人音楽家の活躍だ。ち

なみにハイドンの〈ザロモン交響曲集〉は渡英

がきっかけで生まれているが、このようにイギ

リスは大陸の大作曲家の作品を積極的に紹

介したり初演したりする重要な場所となり、そ

の傾向は１９世紀になっても続く。

１９世紀には自国の作曲家はすっかり影が

薄くなり、ギルバート＆サリヴァンのコミカルな

オペラ（モンティ・パイソンの元祖かな）ぐらい

しか目立たない。これじゃあいかんと１９世紀

末から２０世紀初頭にかけて、大英帝国の栄光

を取り戻すかのようにさまざまな作曲家が活

躍するようになる。筆頭格はやっぱりエルガ

ーだ。〈威風堂々〉がやたら有名だが、紅茶の

香り濃厚な〈交響曲第２番〉や〈ヴァイオリン協

奏曲〉もじっくり腰をすえて聴きたい。〈チェロ

協奏曲〉は涙の名作。大作オラトリオ〈ゲロン

ティアスの夢〉もある。英国色ではヴォーン・ウ

ィリアムスも負けてはいない。〈グリーン・スリ

ーヴスによる幻想曲〉が有名だが、９曲の交響

曲に聴き応えがある。〈ロンドン交響曲〉で首

都のざわめきを聴き、〈田園交響曲〉にヒース

茂る英国の大地を感じよう。いっぽう、フラン

ス印象派の風をイギリスに吹き込んだディー

リアスも忘れられない。〈ブリッグの定期市〉

〈河の上の夏の夜〉…タイトルだけで聴いてみ

たくなるね。〈人生のミサ〉という大曲もある。

シャープな切れ味とロマンティシズムが特徴の

ウォルトンもいいぞ。〈ヴィオラ協奏曲〉はもの

すごくドラマティックな曲で、２０世紀の隠れ傑

作協奏曲だ。そうそう〈惑星〉のホルストもい

る。あの１曲がとにかく有名だが、〈セント・ポー

ル組曲〉のようなイギリス的作品こそ彼の本

質かも。そのほか、辛口硬派なティペット、再評

価著しい音の詩人バックス、バレエ〈チェック

メイト〉のブリス、おしゃれなバークリー、最近で

は前衛派のマックスウェル・ディヴィス、ラトルも

演奏しているタネジやアデス…。いやー、イギ

リス音楽、個性派ぞろいだね！というわけで次

号ではブリテンという人に迫ってみよう。

＊nettama=ネットワークする猫、タマ。
芸術館のコンサートをサカナに
いろんなところへnettamaします。

英国憂愁の極み、ダウランド：リュート歌曲

（コンソート・オヴ・ミュージックによる全集ＣＤ）



information

■チケットに関するお問い合わせ
…水戸芸術館チケット予約センター／029-231-8000

営業時間／9：30～18：00（月曜休館）

■公演内容や企画に関するお問い合わせ
…水戸芸術館音楽部門／029-227-8118

■【ATM便り】毎月１回茨城新聞に不定期登場。

■NHK-FM水戸「芸術よもやま話」金曜日18：15頃～15分ほど。水戸周辺
83.2MHz、日立周辺84.2MHz。

■茨城放送「田辺昭雄のちょいマジらじお」内「田辺昭雄のなんだっけおじさん
～ちょい耳クラシック」毎週金曜日・朝7：20頃から約5分間　水戸周辺
1197KHz、土浦周辺1458KHz

エントランスホール
■パイプオルガン プロムナード・コンサート
１０／１（日）１２：００／１３：３０ １０／２１（土）１３：３０／１５：００
１１／１１（土）１２：００／１３：００ １１／２５（土）１３：３０／１５：００ １１／２６（日）１２：００／１３：３０
□〈ヴァリエーションズ〉
（茨城県内の演奏家による、さまざまな器楽や声楽が登場するシリーズです。）
１１／５（日）１２：００／１３：３０
ソプラノ：和泉純子 メゾ・ソプラノ：久保田尚子、鈴木弘子 ピアノ：久保田彩子
入場無料　※演奏は各回２０分程度です。
■エントランスで踊ってみる２２『花の時間』 ふたつの部屋－ＰＲＥＶＩＥＷ
１０／１（日）１５：００／１８：００ 入場無料

ＡＣＭ劇場
■市原悦子トークショー「私の選んだ女優の道」
１０／３（火）１９：００開演　料金（全席指定）：Ａ席￥３，０００ Ｂ席￥２，５００
■ＡＣＭダンス新作公演『ふたつの部屋』
１０／２１（土）１９：００開演、１０／２２（日）１４：００開演
料金（全席指定）：一般￥３，０００ 団体（１０名以上）￥２，７００ 学生￥２，０００
■ＡＣＭ劇場プロデュース公演『ジュリアス・シーザー』
１１／１０（金）１９：００開演、１１／１１（土）１４：００開演／１９：００開演、１１／１２（日）１４：００開演
１１／１７（金）１９：００開演、１１／１８（土）１４：００開演／１９：００開演、１１／１９（日）１４：００開演
料金（全席指定）：一般￥３，０００ 団体（１０名以上）￥２，７００ 学生￥２，０００
■水戸芸術館友の会第４５回鑑賞会
オペラ・レクチャー・コンサート「吾輩はオペラである」－歌芝居の誕生－

１１／２４（金）１９：００開演
料金（全席指定）：一般￥２，５００ 学生（大学生以下）￥１，０００ 友の会会員￥１，５００

現代美術センター
■「ライフ」展
７／２２（土）～１０／９（月・祝）９：３０～１８：００（入場は１７：３０まで）
休館日：月曜日 ただし１０／９（月・祝）は開館。
■佐藤卓展「日常のデザイン」
１０／２１（土）～１／１４（日）９：３０～１８：００（入場は１７：３０まで）
休館日：月曜日
入場料：一般￥８００ 前売・団体（２０名以上）￥６００
中学生以下・６５歳以上・各種障害者手帳をお持ちの方は無料

水戸芸術館の主な１０・１１月のスケジュール

チケット・インフォメーション〈９月３０日（土）発売分〉
◎クリスマス・プレゼント・コンサート2006
12/23（土・祝）17:00開演　料金（全席指定）：A席￥3,000 B席￥2,000
◎ニュー・イヤー・コンサート2007 1/5（金）18:00開演
料金（全席指定）：S席￥5,000 A席￥4,000 B席￥3,000
◎茨城音楽文化振興会 第5回定期演奏会
アーリー・スプリング・コンサート 1/21（日）14：00開演
料金（全席自由）：一般￥2,500 学生（大学生以下）￥1,000
◎ヴェッセリーナ・カサロヴァメゾ・ソプラノ・リサイタル
2/14（水）19:00開演
料金（全席指定）：￥10,000 ペア券￥18,000（100組限定）

※ニュー・イヤー・コンサート2007には、9月27日（水）より友の会の先
行電話予約があります。

これからの演奏会・残席情報
〇…残席あり（２０席以上） △…残席わずか（２０席未満） ×…残席なし 中央…中央
ブロック 左右・裏…左右ブロックおよびステージ裏　補助…補助席

◎水戸ゾリステン室内アンサンブル 第5回定期演奏会
10/14（土）…………………………………………………自由席○

◎井上修 ピアノ・リサイタル 10/22（日）………………自由席○
◎水戸室内管弦楽団第66回定期演奏会
11/18（土）………………………………………中央×、左右・裏△
11/19（日）………………………………………中央×、左右・裏○

◎水戸室内管弦楽団第67回定期演奏会
12/7（木） 12/8（金） 12/9（土）……………………………完売　

※9/5（火）現在の状況です。
※公演当日に残券がある場合、開演1時間前より水戸芸術館チケット
カウンターでお得な学生券を発売いたします。ご購入の際には学生証
（記名章）をお持ちください。公開セミナ－など、学生券のない公演も
ございますので、予めお問い合わせ下さい。
※固定席が売り切れ次第、補助席を販売いたします。

茨城の主な１０・１１月の演奏会

◆佐川文庫　 ＴＥＬ／０２９（３０９）５０２０
■～若きピアニストたち～水谷桃子 ピアノ・リサイタル １０／２８（土）１８：００開演

◆常陽藝文センター　 ＴＥＬ／０２９（２３１）６６１１
■市毛恵子 ピアノ・チャリティコンサート １１／２３（木）１４：３０開演
（問）市毛　 ＴＥＬ／０２９（２５４）２４６７
■藝文フレッシュコンサート 山田真理子（ヴァイオリン）＆菊池洋子（フルート）
１１／２５（土）１４：３０開演

◆茨城県民文化センター　 ＴＥＬ／０２９（２４１）１１６６
■ハンガリー国立歌劇場「トスカ」 １０／３０（月）１８：３０開演

◆水戸市民会館　 ＴＥＬ／０２９（２２４）７５２１
■イ・ソリスティ・イバラキ室内合奏団・２０周年記念　第３７回演奏会
１０／２２（日）１４：００開演
■水戸フィルハーモニー合唱団特別演奏会　１０／２９（日）１４：００開演

◆ひたちなか市文化会館　 ＴＥＬ／０２９（２７５）１１２２
■ひたちなか市芸術祭 ひたちなか市民オーケストラ第２５回定期演奏会
１０／１５（日）１４：００開演
（問）ひたちなか市民オーケストラ（加藤） ＴＥＬ／０２９（２７３）５５０６
■ピアノ（中川賢一）＆ソプラノ（大森智子）＆マリンバ（浜まゆみ）
フレッシュトーク コンサート １１／４（土）１４：００開演

◆日立シビックセンター　 ＴＥＬ／０２９４（２４）７７１１
■ひたちオペラ合唱団１０周年記念　歌劇「愛の妙薬」公演 １０／１５（日）１５：００開演
（問）公演実行委員会事務局（佐藤） ＴＥＬ／０２９４（３５）８３３１
■アンサンブルの祭典２００６ コンサート １１／２６（日）１３：００開演

◆常陸大宮市文化センター・ロゼホール　 ＴＥＬ／０２９５（５３）７２００
■～モーツァルト生誕２５０周年記念コンサート～「チェコ・プラハ管弦楽団」
１１／２３（木）１６：００開演

◆ギター文化館　 ＴＥＬ／０２９９（４６）２４５７
■アーメット・カネッチ ギター・リサイタル １０／８（日）１５：００開演
■佐藤紀雄・藤元高輝 ギターコンサート １１／１２（日）１５：００開演
■マリア・エステル・グスマン ギターリサイタル １１／２６（日）１５：００開演
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［お知らせ］この度、スタッフ馬場千恵が退職いたしました。9年間の在職期間、皆様ありがと
うございました。

DTP／office west
印刷所／株式会社あけぼの印刷社

次号は…
小澤征爾MCOの指揮台に復活！

コンサートホールＡＴＭ
■まなびピア 水戸市民総合音楽祭　１０／７（土）１３：００開演　入場無料
■まなびピア アンサンブルクラルテ～Ｎ響メンバーによる弦楽とピアノの六重奏～
１０／８（日）１４：００開演　料金（全席自由）：一般￥３，５００ ＮＨＫ文化センター会員
￥２，５００ 学生（大学生以下）￥１，５００
■まなびピア 親と子のクラシックコンサート～音楽のおくりもの～ １０／９（月・祝）
１０：３０開演／１４：００開演／１６：３０開演　入場無料（※入場申込みは締め切りました。）
■水戸ゾリステン室内アンサンブル第５回定期演奏会
１０／１４（土）１８：３０開演　料金（全席自由）：￥２，５００
■井上 修 ピアノ・リサイタル １０／２２（日）１８：３０開演
料金（全席自由）：一般￥２，５００ 学生（大学生以下）￥２，０００
■市立第一中学校　日の縦祭　合唱コンクール
１０／２６（木）時間未定　入場無料
■水戸芸術館友の会第４４回鑑賞会　加藤知子 ヴァイオリン・リサイタル
１０／２８（土）１７：００開演　料金（全席指定）：［一般］Ａ席￥３，５００ Ｂ席￥２，５００
［学生（大学生以下）］￥１，０００ ［友の会会員］Ａ席￥２，５００ Ｂ席￥１，５００
■市立第二中学校　第５８回清流祭合唱コンクール
１０／２９（日）１３：００開演　入場無料
■水戸室内管弦楽団第６６回定期演奏会
１１／１８（土）１９：００開演、１１／１９（日）１４：３０開演
料金（全席指定）：Ｓ席￥１０，０００ Ａ席￥８，０００ Ｂ席￥６，０００


